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５月12日　つぼみっこくらぶ「もしもの時のための乳幼児事故予防教室」を行いました ５月12日　つぼみっこくらぶ「もしもの時のための乳幼児事故予防教室」を行いました 



※ 地域担当者とは
村では協働の地域づくりを推進するため行政運営に住民参画の仕組みづくりを推進し、住民と行政

の協働システムの構築、住民意見を行政へ反映し、みんなの知恵で村づくりを行うため、村内６地区

に地域担当者を配備します。

地域担当者は「自助」「共助」「公助」の考えの下で、「地域の特色づくり」「地域課題の解決に向け

た取り組み」について、地域と行政が一緒になって話し合い、考え合い、できるものから実践に導く役

割を担います。

自 助・・・村民一人ひとりができること　　 共 助・・・地域ですべきこと・できること

公 助・・・行政がすべきこと・できること

※ 地域担当者の具体像
設置単位・・・村内６地区

担 当 者・・・役場職員（１地区６名から７名）

取組内容
● 住民からの意見、相談窓口

● 地域と行政の協働による村民

ニーズへの対応

● 行政運営に住民の参画

※ 行政の支援策
● 人 的 支 援・・・地域担当者の配備　

● 財政的支援・・・既存の補助金制度等の活用

◎道志村補助金等交付、道志水源基金、ふるさとづくり事業、

やってんベー助成事業、コミュニティ助成事業等

◎基金による助成（ふるさと振興基金、水と土保全対策基金等）

● 会議等運営に対する支援・・・情報提供、相談・助言

※ 地域担当者名簿
善之木地区 (7自治会）…… 池谷力三 (リ)・佐藤万寿人・菅谷克士・諏訪本英樹・矢野虎鉄・伯耆光代・

佐藤春美

神 地 地 区 (4自治会）…… 山口　亮 (リ)・佐藤勇樹・山口　昇・佐藤照恵・宮下美恵子・佐藤瑠美

川原畑地区 (4自治会）…… 諏訪本栄 (リ)・山口俊一・佐藤好起・佐藤徹生・小宮ゆかり・半田貴子

長幡西地区 (3自治会）…… 山口晃司 (リ)・佐藤太清・谷　直樹・山口登美・長田蘭子・佐藤まゆみ

長幡東地区 (4自治会）…… 大田満す江 (リ)・佐藤英樹・水越　実・菅谷直志・山口珠美・佐藤　翼

久 保 地 区 (4自治会）…… 山口幹夫 (リ)・金子尚章・佐藤徳敏・出羽豊子・長田美紀・佐藤美雪　

「みんなの知恵で村づくり」をしましょう。

問合せ先 道志村役場　総務課　財政・政策グループ � 52-2111

平成21年６月１日（２）

具 体 例
・地域の自主防災活動、防犯や交通安全活動

・文化、歴史の継承活動

・あいさつ、声かけ運動や地域の安全見守り活動

・地域特産物の開発、観光資源の発掘活動

・景観づくり

・資源ごみの回収、花いっぱい運動などの環境美化

活動　など



（３）

無料 

わが家の耐震診断わが家の耐震診断
支援事業実施中！ 支援事業実施中！ 

地震に強い家をめざして!!

　道志村では地震に強い村づくりを促進するため、

山梨県と連携し、昭和56年５月以前に着工された木

造住宅について無料で耐震診断を実施しています。 

　対象とならない住宅もありますので、詳細につき

ましては道志村役場産業振興課建築住宅担当にお問

い合わせください。 
 

  ※申込みができる件数に限りがありますのでご注意下さい。 

あなたの家は大丈夫？あなたの家は大丈夫？あなたの家は大丈夫？

道志村役場　産業振興課 

地域整備グループ 

建築住宅担当　佐 藤 好 起 

　　  0554－52－2114



学童保育とは 両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に

代わって保育することをいいます。

入所対象児童 小学校１年生～小学校６年生（低学年優先入所）

定員：20名

入所基準
①　保護者が家庭外で労働している家庭の児童

②　保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童

③　保護者のいない家庭の児童

④　保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童

⑤　家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童

⑥　火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

実施期間 小学校の夏休み（７月21日～８月21日）

休所日 土・日・祝日・お盆休み（13日、14日）

実施場所 つどいの家

昼　食 お弁当を持参してください（お茶は学童保育所で用意いたします）

保育料 2,000円（別途おやつ代2,000円）

学童保育入所申請期間

平成21年6月１日～6月12日
（住民健康課まで）

※申請書は道志村役場住民健康課にあります

学童保育のご案内

平成21年６月１日（４）



6
午前中のみ診察
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午前中のみ診察

20
午前中のみ診察

27
午前中のみ診察

7／4
午前中のみ診察

4
研修のため休診
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25
研修のため休診
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研修のため休診
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午前：胃カメラ

9
午前：胃カメラ
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午前：胃カメラ
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午前：胃カメラ
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午前：胃カメラ
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12
午後：乳幼児健診
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7／3

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。

六
月
の
予
定

（５）

診 療 所 だ よ り
健診の時期になりましたが、胃カメラや胃造影検査(いわゆるバリウム検査)を受ける方も多

いかと思います。

しかしそのような検査をしてもはっきりとした器質的異常が見出せないのにもかかわらず、

食後もたれ感、早期飽満感、心窩部痛、心窩部灼熱感といった上腹部愁訴を訴える方を診る

機会があります。その場合、新しい疾患概念である機能性ディスペプシア(FDと略します)で

ある可能性があります。

そこで今回は、この「なんか腹の調子が悪いのに、『(検査しても)なんとも無いです』と言

われてしまう」病気、機能性ディスペプシアを紹介したいと思います。

一般住民におけるＦＤの有病率は約20～30％とされています。発症の要因についてはまだ

よくわかっていませんが、心理社会的因子(ストレス)の影響もあるとされています。

ＦＤ患者は健常者と比較して、①胃の内容物が十二指腸へ排出されにくい (→食後もたれ感)、

②食事の際に胃が膨らみにくい (→早期飽満感)、③胃が動いた際に容易に痛みを感じてしまう

(→心窩部痛、心窩部灼熱感)、といった特徴があります。

上述した症状のうち１つ以上あてはまり、かつ症状の原因となりそうな器質的疾患が胃カメ

ラなどの検査で確認されない場合には診断されます。除外すべき疾患として、胃・十二指腸

潰瘍、胃癌、胆のう炎、膵炎、うつ病、非ステロイド系の消炎鎮痛薬などの副作用などがあ

ります。いずれにしても、まずはこのような器質的疾患の鑑別を行うために受診していただ

き、胃カメラ、血液検査を受けていただきます。

治療法は、食事療法 (辛い食物、高脂肪食を避ける) をベースに、消化管運動改善薬あるい

は酸抑制薬を第一選択薬として用います。これらが有効でない場合、ピロリ除菌、抗うつ薬、

漢方薬などを試します。

ＦＤはさまざまな病態を呈する病気であり、患者ごとに症状が違えば、病態が異なる場合

があります。多少時間がかかるかもしれませんが、訴えをよく聞きながら治療にあたってい

きたいと思いますので、もし心当たりの症状でお困りの方は、まずはご相談下さい。

なお検診のバリウム検査で異常を指摘された方は、器質的疾患除外のため胃カメラを受け

ることをお勧めします。当院でも毎週火曜に胃カメラを行っておりますので、お気軽にお問

い合わせください。



★
平成21年６月１日（６）

一
つ
の
光
が
奪
っ
た
　
多
く
の
宝
物

か
け
が
え
の
な
い
笑
顔

か
け
が
え
の
な
い
家
族
、
友
達

原
爆
の
下
で
逃
げ
ま
ど
う
子
ど
も
た
ち

変
わ
り
果
て
た
両
親
の
姿

夢
も
希
望
も
未
来
も

人
も
家
も
学
校
も
　
一
瞬
に
し
て
消
え

て
な
く
な
っ
た

同
じ
地
球
に
生
き
る
人
間
ど
う
し
が

憎
し
み
合
い
、
命
を
奪
い
合
う
戦
争

な
ぜ
、
愚
か
な
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う

悲
し
み
を
抱
え
た
ヒ
ロ
シ
マ

私
た
ち
は
今
　
こ
こ
に
立
つ

過
去
に
多
く
の
犠
牲
者
が
い
た
こ
と
を

決
し
て
忘
れ
ず
　
深
く
胸
に
刻
も
う

私
た
ち
の
地
球
は
一
つ

私
た
ち
の
願
い
は
一
つ

ヒ
ロ
シ
マ
の
あ
る
国
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
有
る

今
も
ど
こ
か
で
燃
え
て
い
る
戦
い
の
火

種
を
消
す
た
め
に

ヒ
ロ
シ
マ
の
あ
る
国
で
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
有
る

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
世
界
を
つ

く
る
た
め
に

こ
れ
は
　
ぼ
く
ら
の
叫
び
で
す

こ
れ
は
　
私
た
ち
の
祈
り
で
す

世
界
に
「
平
和
」
を
き
ず
く
た
め
の

三
年
生
は
、
四
月
二
十
二
日
か
ら
四

月
二
十
五
日
の
四
日
間
、
広
島
・
京

都
・
奈
良
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
三
島
駅
か
ら
新
幹
線
で

広
島
駅
に
向
か
い
、
平
和
記
念
公
園
・

資
料
館
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
平
和
集

会
を
行
い
周
り
の
人
た
ち
か
ら
も
感
動

し
た
と
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
講
演
会
で
は
、
今
年
も
「
長
尾
ナ
ツ

ミ
」
さ
ん
の
十
四
歳
の
時
の
被
爆
体
験

を
聞
き
、
そ
の
語
り
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
深
く
心
に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
班
別
行
動
で
京
都
市
内

を
一
日
見
学
し
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
で

は
な
く
バ
ス
や
電
車
を
利
用
し
た
の

で
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
ど

の
班
も
無
事
見
学
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
、
建
仁
寺
に
出

向
き
、
座
禅
を
し
、
住
職
の
説
法
を
聞

き
ま
し
た
。
座
禅
を
組
み
な
が
ら
、
み

ん
な
で
「
無
の
世
界
」
に
浸
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
清
水
寺
・
三
十
三
間
堂

を
訪
ね
、
清
水
で
は
、
森
陶
器
館
で
清

水
焼
の
絵
付
け
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

こ
れ
は
平
和
実
行
委
員
に
な
っ
た
四

名
の
生
徒
を
中
心
に
ク
ラ
ス
全
員
で
考

え
た
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

見
る
も
の
聴
く
も
の
何
で
も
珍
し
く

興
味
深
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「

温
故
知
新
〜
協
調
性
を
高
め
合
い
、

絆
を
深
め
る
旅
に
し
よ
う
〜
」
を
テ
ー

マ
に
二
十
人
の
友
と
過
ご
し
た
四
日
間

は
、
生
徒
達
の
心
に
思
い
出
と
な
り
灯

し
続
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
校
で
は
年
三
回
の
生
徒
総
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
の
総
会
が
五
月
十
三
日
に
実

施
さ
れ
、
今
年
度
の
活
動
方
針
が
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
新
執
行
部
が
初
め
て

の
総
会
に
向
け
、
一
生
懸
命
準
備
を
進

め
て
く
れ
ま
し
た
。
よ
り
質
の
高
い
も

の
を
目
指
し
て
、
学
年
で
の
話
し
合
い

を
二
回
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

自
分
達
が
決
め
た
こ
と
を
自
分
達
の

力
で
実
行
す
る
と
い
う
自
治
の
力
を
つ

け
、
学
習
や
生
活
の
場
を
充
実
し
た
も

の
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

・
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
日
進
月
歩
」

・
重
点
目
標

①
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
と
礼
儀
正

し
い
態
度
・
言
葉
遣
い
を
身
に
つ

け
よ
う

②
心
に
響
く
文
化
的
活
動
を
し
よ
う

③
正
義
の
通
る
学
校
を
つ
く
ろ
う

学校だより 道志中学校 (第42号）

素
敵
な
湯
飲
み
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ

れ
は
一
生
の
思
い
出
に
な
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
三
十
三
間
堂
で
は
千
体
の
千

手
観
音
に
見
入
り
、
通
し
矢
の
舞
台
を

知
り
ま
し
た
。
宇
治
平
等
院
で
阿
弥
陀

如
来
な
ど
の
華
麗
な
平
安
の
文
化
を
感

じ
ま
し
た
。
「
青
丹
に
よ
し
奈
良
の
都

は
咲
く
花
の
匂
う
が
ご
と
く
今
盛
り
な

り
」
と
歌
わ
れ
た
古
都
奈
良
に
行
き
、

法
隆
寺
の
世
界
最
古
の
木
造
建
築
や
飛

鳥
・
白
鳳
の
仏
達
を
堪
能
し
ま
し
た
。

特
に
、
金
堂
内
で
は
、
新
た
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
中
で
釈
迦
三
尊
や
壁
画

を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
、
伝
え
ら
れ

て
き
た
本
物
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

四
日
目
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
の
中
、

奈
良
公
園
を
散
策
し
興
福
寺
・
東
大
寺

南
大
門
・
三
月
堂
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
特
に
、
大
仏
の
大
き
さ
に
驚
き
大

き
な
柱
の
穴
を
く
ぐ
っ
た
体
験
が
心
に

強
く
残
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
不
空
羂

索
観
音
な
ど
の
仏
た
ち
や
建
物
は
よ
く

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
天
平
の
昔
の

文
化
に
浸
る
こ
と
が
で
き
、
無
事
修
学

旅
行
の
全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◎
修
学
旅
行

・
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

◎
生
徒
総
会



（７）

●
健
康
の
た
め
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
参
加

希
望
の
方
は
一
チ
ー
ム
五
名
以
上
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
六
月
二
一
日
（
日
）

午
前
八
時
三
〇
分

場
所
　
道
志
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時
は
体
育
館
に
て
室
内
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

道
志
村
体
育
協
会
（
教
育
委
員
会
内
）

�
五
二
‐
一
〇
二
〇

し
で
す
。
お
子
様
の
情
操
教
育
に
も
最
適

で
す
の
で
、
是
非
ご
家
族
の
皆
様
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
中
は
、
昆
虫
イ
ベ
ン
ト
を
随

時
開
催
。

日
時
　
平
成
二
一
年
四
月
二
六
日(

日)

か
ら

平
成
二
一
年
九
月
三
〇
日(

水)

ま
で

場
所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
源
の
森

時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

休
館
日
　
毎
月
二
・
四
火
曜
日

（
八
月
は
休
ま
ず
営
業
い
た
し
ま
す
。）

料
金
　
一
般
（
九
〇
〇
円
）、

高
・
大
学
生
（
七
〇
〇
円
）、

小
・
中
学
生
（
三
〇
〇
円
）

※
村
内
の
小
・
中
学
生
に
は
招
待
券
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

 
く
ら
し
の
情
報 

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

 
お

知

ら

せ

 

お
知
ら
せ 
お

知

ら

せ

 
お

知

ら

せ

 

催
し 

お
知
ら
せ 

●
な
に
!?

こ
れ
!?

昆
虫
大
集
合
！！

世
界
の
大
昆
虫
展

二
〇
年
ぶ
り
に
日
本
で
発
見
さ
れ
た

新
種
の
ク
ワ
ガ
タ

〜
関
東
甲
信
越
地
方
初
公
開
〜

世
界
未
公
開
の
あ
っ
！
と
驚
く
よ
う
な

昆
虫
を
多
数
登
場
さ
せ
ま
す
。
二
度
と
展

示
す
る
こ
と
の
な
い
絶
対
見
逃
せ
な
い
催

◆
平
成
二
一
年
度

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
に
つ
い
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は
、
食
生

活
の
改
善
と
運
動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
で

お

知

ら

せ

 

お

知

ら

せ

 

子
育
て 

お
知
ら
せ 

お

知

ら

せ

 
お

知

ら

せ

 
募
集 

お
知
ら
せ 

す
。
そ
こ
で
お
す
す
め
な
の
が
、
水
中
運

動
。
水
中
運
動
は
、
浮
力
・
水
力
・
抵
抗

の
作
用
で
楽
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
、

陸
上
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
効
果
よ
く
燃

焼
さ
れ
血
行
が
よ
く
な
り
、
新
陳
代
謝
が

活
発
化
し
ま
す
。
水
中
運
動
を
続
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。

七
月
よ
り
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
参
加
希
望
の
方
は
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
程

・
七
月
一
、
八
、
一
五
、
二
二
、
二
九
日

・
八
月
五
、
一
二
、
一
九
、
二
六
日

（
水
曜
日
）

※
教
室
は
、
基
本
的
に
水
曜
日
で
す
が
、

参
加
者
へ
の
日
程
の
変
更
な
ど
の
お
知

ら
せ
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所
　
道
志
村
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

屋
内
プ
ー
ル

時
間
　
午
後
七
時
三
〇
分
か
ら

問
い
合
わ
せ
先

住
民
健
康
課
　
健
康
福
祉
係
　
出
羽

�
五
二
‐
二
一
一
三

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
暖
か
い
目
で
見
守
り
、

自
分
で
出
来
る
範
囲
で
応
援
す
る
人
の
養

成
を
行
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
事
前
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
二
一
年
六
月
十
八
日
（
木
）

▲
六
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

梅
雨
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
天
気
の
良

い
日
は
帽
子
・
日
焼
け
止
め
な
ど
で
紫
外

線
対
策
を
し
て
外
で
遊
ぶ
こ
と
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

今
月
も
お
子
さ
ん
の
元
気
を
応
援
し
ま

す
。対

象
者
は
、
保
育
所
入
所
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
離
乳
食
・
手
づ
く
り
お
や
つ
を

作
っ
て
試
食
し
て
み
よ
う
！

日
時
　
六
月
九
日
（
火
）

午
前
一
〇
時
〜

場
所
　
水
源
の
郷

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
は
、
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
・
お
や

つ
作
り
を
し
た
あ
と
、試
食
し
て
み
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
も
お
友
達
も
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て

お
い
し
そ
う
で
す
。

◎
楽
し
く
３
Ｂ
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　
六
月
二
三
日
（
火
）

午
前
一
〇
時
〜

場
所
　
水
源
の
郷

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
道
志
村
水
源
の
森
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
　
道
志
村
役
場
住
民
健
康
課

�
〇
五
五
四
―
五
二
―
二
一
一
三



■
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て

次
の
場
所
で
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
実
施

す
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
収
集
場
所
に
業
者
が
い

ま
す
の
で
直
接
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
あ
な
た
の
歯
は
健
康
で
す
か
！

六
月
四
日
〜
一
〇
日
は
「
歯
の
衛
生
週

間
」
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な

歯
を
保
つ
た
め
に
は
毎
日
の
手
入
れ
が
と

て
も
重
要
で
す
。

▼
虫
歯
の
予
防

磨
い
て
い
る
こ
と
と
磨
け
て
い
る
こ
と

は
違
い
ま
す
。
歯
と
歯
の
間
や
歯
ぐ
き
の

境
目
な
ど
は
汚
れ
が
残
り
や
す
い
の
で
、

き
ち
ん
と
磨
き
汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が
け
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

▼
８
０
２
０
達
成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

八
〇
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
二
〇

本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
８
０

２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
で
す
。

一
生
を
自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
事
し
、
健

康
な
日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歯
の
無
料
相
談
（
歯
科
医
師
会
）

歯
の
衛
生
週
間
に
併
せ
て
次
の
無
料
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

●
六
月
六
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
四
時

場
所
　
Ｑ
ー
ス
タ
四
階

●
六
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
〜
三
時

場
所
　
ダ
イ
エ
ー
大
月
店
　

オ
ギ
ノ
上
野
原
店

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
歯
の
健
康
に
つ

い
て
見
つ
め
直
し
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
に

心
が
け
て
歯
科
疾
患
の
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

平成21年６月１日（８）

■
薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

覚
せ
い
剤
な
ど
の

違
法
薬
物
は
、
た
と

え
一
回
だ
け
の
使
用

で
も
乱
用
に
な
り
同

時
に
犯
罪
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
医
薬
品

を
病
気
や
傷
の
治
療

以
外
に
使
う
こ
と
も

薬
物
の
乱
用
に
な
り

ま
す
。

違
法
薬
物
の
使
用
は
、
脳
や
体
を
破
壊

し
一
生
に
わ
た
り
心
身
に
苦
痛
を
与
え
続

け
る
と
と
も
に
、
大
切
な
家
族
の
生
き
方

に
ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

今
日
で
も
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用

に
よ
る
検
挙
者
は
一
万
人
を
超
え
る
数
で

推
移
し
て
お
り
、
『
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱

用
期
』
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
薬
物
乱
用
の
低
年
齢
化
が
進
行
し
て

お
り
、
中
高
校
生
等
の
青
少
年
層
へ
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
及
び
県
で
は
、
違
法
薬
物
根
絶
の
た

め
、
六
月
二
〇
日
か
ら
七
月
一
九
日
ま
で

の
一
ヶ
月
間
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
理
解

し
て
、
薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
地
域
社
会

づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

参
考
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
」

問
い
合
せ
先
　
衛
生
課

�
〇
五
五
五
‐
二
四
‐
九
〇
三
三

お

知

ら

せ

 

お

知

ら

せ

 

生
活
・
環
境 

お
知
ら
せ 

収集場所 収　集　日 収集時間

善之木体育館
駐車場

７月５日 (日）
午前７時から

12時まで

唐沢体育館
駐車場

７月12日 (日）
午前７時から

12時まで

道志中学校
グラウンド

道志小学校
駐車場

旧久保分校
駐車場

月夜野消防団
詰所

７月19日 (日）

７月26日 (日）

午前７時から
10時まで

午前10時から
12時まで

午前７時から
10時まで

午前10時から
12時まで

社
団
法
人
　
富
士
五
湖
青
年
会
議
所

創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業

「
富
士
五
湖
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」

〜
伝
え
た
い
私
達
の
未
来
予
想
図
〜

富
士
五
湖
地
域
の
中
学
生
が
富
士
五
湖

の
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

富
士
五
湖
の
未
来
の
環
境
・
教
育
・
街

づ
く
り
等
の
曇
り
な
き
眼
で
そ
の
ま
ま
の

思
い
を
、
私
た
ち
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
思
い
を
、
私
た
ち
大
人
は
真

剣
に
受
け
止
め
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
、

共
に
考
え
共
感
し
子
供
た
ち
の
声
を
実
現

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

子
供
た
ち
の
未
来
へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が

こ
の
瞬
間
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

※
当
日
は
、
村
長
・
道
志
中
学
校
生
徒
の

参
加
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
　
平
成
二
一
年
六
月
一
四
日（
日
）

開
催
時
間
　
午
後
一
時
か
ら
四
時
三
〇
分

開
催
場
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

対
象
者
　
富
士
五
湖
地
域
に
住
む
方
々

募
集
人
員
　
五
〇
〇
名

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
　
富
士
五
湖
青
年
会
議
所

五
〇
周
年
実
行
委
員
会

�
〇
五
五
五
‐
二
四
‐
〇
七
七
一
　
　
　

お

知

ら

せ

 

お

知

ら

せ

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 
内
容
は
、
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ

き
り
体
を
動
か
せ
て
大
好
評
で
す
。
み
ん

な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

（
伯
耆
・
宮
下
）
ま
で

�
五
二
‐
二
一
一
三

※粗大ゴミには収集できるものと、収集でき
ないものがありますので確認してください。



（９）

国
道
４
１
３
号
の
整
備
促
進

を
訴
え
、
山
梨
県
に
要
請
書

を
提
出

大
田
村
長
は
、
渡
辺
議
長
及
び
湯
川

経
済
建
設
常
任
委
員
長
と
と
も
に
五
月

十
一
日
、
国
道
４
１
３
号
の
整
備
に
関

す
る
要
請
書
を
山
梨
県
の
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

大
田
村
長
が
代
表
し
て
、
国
道
４
１

３
号
が
住
民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
社

会
基
盤
で
あ
り
、
本
村
の
生
命
線
道
路

で
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
促
進
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

要
請
書
は
、
月
夜
野
ト
ン
ネ
ル
の
整

備
促
進
と
野
原
・
月
夜
野
間
な
ど
の
危

険
個
所
の
解
消
整
備
促
進
の
２
点
を
求

め
、
村
の
将
来
を
見
据
え
た
要
請
と
安

心
安
全
な
道
路
整
備
が
強
調
さ
れ
た
要

請
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
山
梨
県
の
関
係
機
関
は
、

本
庁
と
協
議
す
る
旨
を
約
束
し
、
国
道

４
１
３
号
の
危
険
個
所
の
整
備
が
必
要

と
の
見
解
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

又
、
本
国
道
が
県
内
の
一
市
二
村
に

及
び
、
更
に
は
相
模
原
市
、
京
浜
方
面

へ
繋
が
る
広
域
道
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
広
域
性
を
重
視
し
た
整
備
促
進
が

急
務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

本
年
度
着
手
す
る
山
伏
ト
ン
ネ
ル
の

補
修
事
業
、
土
地
交
渉
が
進
む
竹
之
本

地
区
の
改
良
整
備
、
完
成
が
待
た
れ
る

月
夜
野
地
区
の
改
良
整
備
、
昨
年
度
か

ら
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
和
出
村
地

消
防
団
員
・
災
害
対
策
本
部
員

の
作
業
服
の
導
入
に
つ
い
て

消
防
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
基
準
が

最
終
改
正
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
服
制
基

準
の
見
直
し
を
図
り
こ
の
度
改
正
さ
れ

つ
ぼ
み
っ
こ
で
乳
幼
児
救
急

対
応
教
室
を
行
い
ま
し
た

平
成
二
一
年
五
月
一
二
日
に
消
防
署

道
志
出
張
所
職
員
四
名
か
ら
①
乳
幼
児

の
事
故
防
止
②
乳
幼
児
の
心
肺
蘇
生
法
、

緊
急
時
の
対
応
方
法
、
役
場
保
健
師
か
ら

①
乳
幼
児
の
適
切
な
受
診
勧
奨
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

八
組
の
親
子
の
参
加
が
あ
り
、
「
何

か
を
飲
み
込
ん
だ
時
」
「
た
ば
こ
を
口

に
し
た
時
」
「
け
い
れ
ん
が
起
き
た
と

き
」
「
高
い
所
か
ら
飛
び
降
り
て
苦
し

そ
う
に
し
て
い
る
時
」
な
ど
具
体
的
な

質
問
が
参
加
者
か
ら
活
発
に
出
さ
れ
、

職
員
か
ら
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
参
加
者
全
員
が
蘇
生
法
を
実

施
し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
速
度
や
強

さ
を
直
接
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
充
実
し
た
教
室
で
し
た
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

道
志
村
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

サ
ン
ク
ス
デ
ー
　

先
月
五
月
五
日
（
火
・
祝
）
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
道
志
村
ホ
ー
ム
タ
ウ
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区
の
防
災
対
策
、
調
査
が
検
討
さ
れ
て

い
る
神
地
地
区
の
橋
梁
及
び
歩
道
整
備

な
ど
、
今
後
と
も
県
と
村
が
協
力
し
て
国

道
整
備
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
の
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

村
の
財
政
事
情
も
厳
し
い
情
勢
で
あ

り
ま
す
が
、
「
全
国
統
一
す
る
事
項
の

明
確
化
と
各
団
体
の
裁
量
範
囲
の
拡

大
」
を
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
消
防
団

員
に
新
し
い
制
服
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
災
害
対

策
本
部
員
（
議
会
議
員
・
役
場
職
員
）

の
制
服
も
導
入
し
ま
し
た
。

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の

安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て

い
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
今
後
も

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ン
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
行
わ
れ
、
今
年
も

道
志
村
の
子
ど
も
た
ち
が
両
チ
ー
ム
の

選
手
を
先
導
し
、
大
活
躍
し
ま
し
た
。

ま
た
、
試
合
を
ス
ム
ー
ス
に
進
行
す

る
為
、
雨
の
中
の
厳
し
い
環
境
で
し
た

が
、
道
志
中
学
校
生
徒
が
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
と
し
て
参
加
し
、
選
手
と
と
も
に
試

合
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
や
観
戦
な
ど
で
道
志
村
か

ら
も
約
１
２
０
名
余
り
の
村
民
が
応
援

に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

１
―
１
の
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
で
は
引
き
続
き

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
道
志
村
の
皆
さ

ん
の
暖
か
い
ご
声
援
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
会
場
へ
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
迫
力
あ
る
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
を
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。



防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業

に
つ
い
て

道
志
村
に
は
、
救
命
セ
ン
タ
ー
が
な

く
緊
急
時
の
患
者
の
搬
送
に
時
間
を
要

す
る
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
す
る

こ
と
に
よ
り
搬
送
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
発
着
場

に
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
林
間
広
場
を

使
用
し
て
い
る
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用

時
の
退
去
依
頼
・
水
ま
き
等
の
施
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
専
用
の
離
発

着
場
整
備
の
必
要
性
が
あ
り
、
平
成
二

〇
年
度
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
お

い
て
大
室
指
地
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

設
置
に
当
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
大
室
指
の
地
区
の
皆
様

に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成21年６月１日（10）

平
成
二
一
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
、
四
月
二
九
日
付
け
発
令
と
な
り
、
神
地

地
区
の
出
羽
弁
一
さ
ん
が
「
端
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

出
羽
さ
ん
は
、
昭
和
二
四
年
消
防
団
に
入
団
し
、
三
十
有
余
年
に
亘
り
、
消

防
精
神
を
持
っ
て
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
、
沈
着
果
断

に
率
先
垂
範
し
、
防
火
防
災
活
動
に
献
身
的
な
努
力
を
し
、
こ
の
活
動
が
多
く

の
団
員
か
ら
の
信
頼
を
得
る
に
至
り
、
昭
和
五
四
年
四
月
に
消
防
団
長
に
推
挙

さ
れ
ま
し
た
。
団
長
就
任
後
は
、
積
極
的
に
団
員
相
互
の
協
調
と
連
帯
を
図
り
、

団
員
の
資
質
の
向
上

を
目
指
し
、
教
育
訓

練
の
実
施
や
消
防
機

械
器
具
の
拡
充
整
備

と
消
防
水
利
の
整
備

促
進
等
に
努
め
た
幾

多
の
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
春
の
叙
勲

に
お
い
て
瑞
宝
単
光

章
の
栄
誉
に
輝
き
ま

し
た
。

「
家
族
や
消
防
団

の
同
志
の
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
の
受
章
。

感
謝
し
た
い
」
と
喜

び
を
語
っ
て
お
り
ま

し
た
。
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平
成
二
一
年
度
の
婦
人
会
に
つ
い
て

道
志
村
婦
人
会
は
、
地
域
で
長
年
に

渡
り
地
道
な
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
時
代
の
流
れ
の
中
で
の
組
織
離

れ
に
よ
り
、
会
員
年
齢
・
役
員
年
齢
が

若
年
化
し
、
働
き
盛
り
の
会
員
が
ほ
と

ん
ど
と
な
っ
て
き
て
お
り
役
員
職
は
敬

遠
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
、
婦
人

会
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
も
相
談
を
し
て
、
対

策
会
議
も
重
ね
ま
し
た
が
、
役
員
の
後

継
者
は
現
れ
ず
、
道
志
村
婦
人
会
の
継

続
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
残
念
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が，

今
ま
で
の
ご
協
力
に
感

謝
申
し
上
げ
、
平
成
二
一
年
度
は
休
会

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
、
役
員
の
継
続
者
が
現
れ
た
時

に
は
、
即
婦
人
会
Ｏ
Ｂ
会
議
を
開
催
し

て
、
道
志
村
婦
人
会
を
再
開
す
る
事
が

で
き
ま
す
の
で
、
今
後
に
期
待
さ
れ
ま

す
。

道
志
村
婦
人
会

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

道
志
村
神
地
　

出

羽

弁

一
氏

『
経
済
セ
ン
サ
ス
』
の

調
査
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

民
営
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
七
月

一
日
に
経
済
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
調
査
員
は
次
の
方
々
で
す
。

調
査
員
　
神
地
　
渡
辺
和
子
さ
ん

〃

馬
場
　
大
田
朱
美
さ
ん

調
査
員
が
、
村
内
の
各
事
業
所
を
訪
問

し
、
調
査
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



園田さんで38人目となります。

（11）

水
みず

越
こし

千
ち

代
よ

ちゃん（上白井平）

平成18年11月30日生
父 彦衛さん　母 真里さん

大室指　佐藤ひさよ さん

敦盛草（アツモリソウ）

大きな花が特徴的で、人気があるが栽培は難し

く「幻の中でも幻の花」呼ばれています。

これからも大切に育ててください。

花言葉：「変わりやすい愛情」「君を忘れない」
古賀さんで39人目となります。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）（

届
出
人
）

上
白
井
平

水
越
三
代
（
み
よ
）
ち
ゃ
ん

水
越
彦
衛

慶

弔

道志村に魅せられて
東神地　 古賀　重雄さん

裕子さん

木に積った雪が

降り落ち、太陽の光

に照らされ、ダイヤ

モンドのようにキラ

キラ輝く様…新緑の

木々の間から吹き抜けるさわやかな風添…クー

ラーのいらない夏…山々が黄色に染まり真っ赤

に色づくもみじ…四季折々を楽しみ、きれいな

空気とおいしい水に魅せられ（ここ二年ほどの

冬は水に悩まされていますが！！）移住して四年。

少しづつ道志村に馴染みだしている私達です。

以前から主人が道志の川や自然に魅せられ、釣

りを楽しむ為に足を運んでおり、いずれは定住

したいと思っていたそうです。当時の国道413

号はまだ舗装されていない道路でした。

定年の頃、テレビなどで田舎暮らしを盛んに

放映しており、自分達にも出来るかな？するな

ら道志にと思い、移住を決めました。家を購入

して二年ほど週末を道志で過ごす生活でしたが、

定住を決めた寸前に脳梗塞をおこし、どうした

事かと悩んでいた所、入院先の先生が道志を知

っていた方でおり、のんびり生活が出来リハビ

リにもとても好いところでは！！と進められ、思

いきって移り住みました。一ヶ月ほどで回復、

一年ほど楽しんで生活しておりましたが、再発

をして今でも完全回復には至っておりません。

その為、ご近所の方達にはたいへんご迷惑かけ

続けております。でも東京では味わえない沢山

の親切を受け、私達にとっては、とても幸福な

日々です。人とのチョットした挨拶や会話から

おつき合いが始まり、皆様が心好く私達を受け

入れて下さり、思いもよらぬ病にも前向きに回

復へと頑張る事が出来ています。いずれ何らか

の形で村のお役に立てたらと思いを募らせてお

ります。

村制施行120周年記念事業紹介
【道志村歌と道志音頭をＣＤ化します】

現在、レコードで保管されている２曲を今回ＣＤ化して、住民の
皆様に配布予定です。道志川の水・山々の美しさなどが歌となり、
心に残る道志村の名曲です。ぜひお楽しみに!!!

【10年後の自分、家族へ宛て　～未来への手紙～　】

今の自分から10年後の自分、家族に手紙を書いてみませんか？記
念式典の会場内にある特設ブースに専用ポストを設置します。投函
された大切な手紙は役場で保管し、10年後、あなたの手元にお届け
します。



道志村制120周年 
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この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

田植えを終えた田んぼが村内のあちらこちらで見られるようになりました。「米」という字を分解すると、

「八」と「十」と「八」ですね。「八十八」と読むことが出来ます。このため、昔から米を作るには八十八もの

多くの手間がかかると言われています。その苦労が実り、秋には「頭を垂れる稲穂」が収穫できるといいですね。

Ｈ21.5.１現在　世帯数：624世帯　人口：2002人 (男：997人　女：1005人）発行　道志村役場

昭和三十四年　母ノ会　講習会

東
京
国
際
空
港
見
学
記
念
　
　
昭
和
三
五
年
三
月

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
ち
な
み
、
今
年
一
年
間
道
志
村
の

昔
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
道
志
村
の
過
去

を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
先
人
達
の
歩
ん
だ
足
跡
を
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
掲
載
を
希
望
し
た
い
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
今
後
村
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

写真提供：神地　山口法邦さん

編集
後記


